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大 学 図 書 館 と 驚 愕 の 記 憶

附属図書館長 橋 本 哲 哉

おおよそ半世紀前の話で恐縮だが，多少私事
にもわたることをお許し願いたい。
私が大学の門をくぐったのは，１９５９年の春で
あった。東京の生まれ育ちだったので，大学の
キャンパスにたどり着くのに苦労はなかったが，
その環境の中での全く新しい経験に，はじめは
大いに戸惑った。
大学はそれまでとは格段に違った自由な時間
と空間を用意して待っていた。校門前の喫茶店
にまず立ち寄り，何時間も粘って授業までの暇
をつぶしたり，相手次第ではそのまま自主休講
としてデモにいってしまったこともある。時あ
たかも１９６０年安保の時代で，東京には刺激的で，
やや乱暴な空気が満ち満ちてもいた。また気に
入った講義は欠かさなかったが，興味の沸かな
い教室からエスケープする自由もあった。私の
通った中学・高校は友人たちのそれと比較して
大変に大らかな学校であったが，それでも朝か
ら夕方まで，時間割に沿った堅苦しい生活を強
いられていたので，やがてその自由さを満喫す
るようになった。大学におけるこうした「生活
の自由設計」は，最初の驚きと喜びだった。
大学生活に慣れてきて次に驚いたのは，図書
館の大量な蔵書である。中学・高校の図書室は
今しきりに思い出そうとしているが，目には浮
かんでこない。人並みには本を読んでいたが，
兄たちの小説類を借りて満足していた程度であ
った。大学図書館の書庫に足を踏み入れた時，
その図書・資料群に圧倒された気持ちを今も鮮
明に記憶している。１年次の終わり頃には，や
がて所属するだろう教授の研究室に入れてもら
えるようになったが，その専門図書・史資料群
とそれらを紐とき講釈する先輩・院生たちは
「知的な満足感」を日常的に付与する，まさに
驚愕を覚えるような存在だった。あれから約５０

年，あのような新鮮な驚きの瞬間を感じる機会
が次第に少なくなり，いささか寂しい。
翻って，金沢大学は「生活の自由設計」と「知
的な満足感」という感覚を学生諸君に与えるた
め，どの程度の役割を果たしているだろうか。
広大な角間キャンパスは自然空間には富んでい
るが，一旦キャンパスに入ると限られた施設し
かなく，喫茶店で友人たちと談論風発というわ
けにはいかない。自由さを味わうには物足りな
いだろう。しかしながら，そこに用意されてい
る自然は一級品と言ってよい。大学からジャス
コ店に至るまでの丘陵地帯で，それを「角間の
里山」と称して教育と研究の場に利用し，そし
て地域との交流の場としても積極的に活用した
いと考えている。その前線基地とすべく，白山
麓から江戸時代中期の民家を移築して建てたば
かりである。このように美しい再生古民家を持
っている国立大学は他に例を見ないので，大い
に利用してほしい。
金沢大学図書館の環境・蔵書は全国国立大学
ベストテンに入る水準だと自己評価している。
全学には１７０万冊の和・洋書群，中央図書館１
万平方メートルの建物，医学部分館は１００年を
超える歴史的蓄積を擁している。加えて，本年
４月からは自然科学系図書館もオープンした。
建物は５千平方メートル，そして大量な電子ジ
ャーナルの利用の便宜を提供している。ここは
新設間もないので機能が整っていないところは
あるが，３館全体を通してみて，私が体験した
ような「知的な満足感」を十分に享受できる大
学図書館だといってさしつかえなかろう。そこ
へ新入生諸君たちが期待を持って飛び込んで来
ることを願ってやまない。
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